
(57)【要約】

【課題】プラグをソケットに両者のフランジ同士が重な

るまで差し込んだ後も、両者のフランジが重なったまま

でプラグを回して向きを調整することができる継手部材

を提供する。

【解決手段】筒体部５１をプラグ差込孔４１に差し込み

つつソケット４０とプラグ５０とを連結した場合、ソケ

ット４０の第１のフランジ４２とプラグ５０の第２のフ

ランジ５２とが重なり合う。フランジ４２，５２には、

それぞれクランプ６０のストッパ部６３が係合可能な凹

部４３，５３が設けられている。第１のフランジ４２と

第２のフランジ５２とを重ね合わせたままでプラグ５０

を回転させて向きを調整した後、クランプ６０を装着し

、相互に連通した第１のフランジ４２の凹部４３と第２

のフランジ５２の凹部５３とにストッパ部６３を係合さ

せて両者の周方向の相互回転を阻止する。

【選択図】図３

JP 2005-291440 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ラ グ 差 込 孔 を 有 す る と 共 に 端 部 に 第 １ の フ ラ ン ジ が 設 け ら れ た ソ ケ ッ ト と 、
　 該 プ ラ グ 差 込 孔 に 差 し 込 ま れ る 筒 体 部 及 び 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ に 重 な る 第 ２ の フ ラ ン ジ
を 有 し た プ ラ グ と 、
　 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ に 係 合 し 、 両 者 の 離 反 を 阻 止 す る ク ラ
ン プ と
を 有 す る 継 手 部 材 に お い て 、
　 該 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ に は 、 周 面 か ら 切 り 欠 か れ た 形 状 の 凹 部 が 設 け ら れ 、
　 該 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ の 少 な く と も 一 方 に は 、 周 方 向 に 間 隔 を お い て 該 凹 部 が 複 数
個 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 ク ラ ン プ に は 、 第 １ の フ ラ ン ジ の 凹 部 と 第 ２ の フ ラ ン ジ の 凹 部 と に 係 合 し て 両 者 の
周 方 向 の 相 対 的 回 転 を 阻 止 す る ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 継 手 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 該 第 １ の フ ラ ン ジ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ の 双 方 に 、 周 方 向 に 同 一 間 隔
を お い て 複 数 の 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 継 手 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 等 の 流 体 を 流 通 さ せ る 管 状 部 材 同 士 を 連 結 す る た め の 継 手 部 材 に 係 り 、 特
に ソ ケ ッ ト の プ ラ グ 差 込 孔 に 対 し プ ラ グ の 筒 体 部 を 差 し 込 み 、 ソ ケ ッ ト の フ ラ ン ジ と プ ラ
グ の フ ラ ン ジ と を ク ラ ン プ に よ っ て 係 止 す る よ う に し た 継 手 部 材 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ソ ケ ッ ト と プ ラ グ と を 用 い た 継 手 部 材 の 従 来 例 に つ い て 第 ５ 図 及 び 第 ６ 図 を 参 照 し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ユ ニ ッ ト ル ー ム の 壁 パ ネ ル １ に 設 け ら れ た 壁 貫 通 継 手 ２ Ａ の カ ウ ン タ ー 内 側 の 端 部 は 、
フ ラ ン ジ １ ６ を 有 し た ソ ケ ッ ト １ ５ と な っ て い る 。 金 属 製 の 蛇 腹 状 の フ レ キ 管 （ ホ ー ス ）
７ Ａ の 両 端 に は 、 フ ラ ン ジ １ ７ 付 き の プ ラ グ １ ８ が カ シ メ カ ラ ー １ ９ を 介 し て 固 着 さ れ て
い る 。 こ の プ ラ グ １ ８ の 外 周 に Ｏ リ ン グ ２ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の プ ラ グ １ ８ を ソ ケ ッ ト １ ５ に 挿 入 し て フ ラ ン ジ １ ６ ， １ ７ を 当 接 さ せ 、 ク ラ ン プ ２
１ を 外 嵌 さ せ る こ と に よ り フ レ キ 管 ７ Ａ の 一 端 と 壁 貫 通 継 手 ２ Ａ と が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の ク ラ ン プ ２ １ は 、 １ 対 の ア ー ム ２ ２ を 有 し た 略 Ω 字 形 状 の も の で あ り 、 ア ー ム ２ ２
に は フ ラ ン ジ １ ６ ， １ ７ を 受 け 入 れ る 窓 孔 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ク ラ ン プ ２ １ は 金
属 製 で あ り 、 ア ー ム ２ ２ ， ２ ２ 同 士 は 互 い に 接 近 ・ 離 反 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ ウ ン タ ー 前 板 ９ に 取 り 付 け ら れ た 壁 貫 通 継 手 １ ０ Ａ の カ ウ ン タ ー 内 側 の 端 部 も フ ラ ン
ジ ２ ５ を 有 し た ソ ケ ッ ト ２ ６ と な っ て い る 。 こ の ソ ケ ッ ト ２ ６ に フ レ キ 管 ７ Ａ の 他 端 側 の
プ ラ グ １ ８ が 挿 入 さ れ 、 ク ラ ン プ ２ １ が 外 嵌 さ れ る こ と に よ り 壁 貫 通 継 手 １ ０ Ａ と フ レ キ
管 ７ Ａ の 他 端 と が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な ソ ケ ッ ト と プ ラ グ と を 備 え た 継 手 部 材 に お い て は 、 ソ ケ ッ ト は そ の 軸 心 回 り
に 回 動 自 在 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に ソ ケ ッ ト が 回 動 （ 自 転 ） 自 在 で あ る と 、 ソ ケ ッ ト に 連 結 さ れ た フ レ キ 管 （ ホ
ー ス ） を 所 定 方 向 に 向 け て お く こ と が で き な い と い う 不 便 が 生 じ る こ と が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 後 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 プ ラ グ の フ レ キ 管 接 続 筒 部 （ プ ラ グ 本 体 部 ） が く 字 形
に 屈 曲 し て お り 、 フ レ キ 管 を 該 筒 部 先 端 側 の 軸 心 線 方 向 に 延 在 さ せ る よ う に し て い る が 、
プ ラ グ が 自 転 自 在 で あ る と 、 フ レ キ 管 接 続 筒 部 先 端 側 の 方 向 は 、 プ ラ グ の 自 転 に 伴 っ て 変
化 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 プ ラ グ を ソ ケ ッ ト に 対 し 自 転 不 能 に 係 合 さ せ る た め に 、 プ ラ グ 側 の フ ラ ン ジ と ソ ケ ッ ト
側 の フ ラ ン ジ の 一 方 に 凸 部 を 設 け 、 他 方 に 凹 部 を 設 け 、 こ れ ら 凸 部 と 凹 部 と を 係 合 さ せ る
構 造 が 特 開 平 ８ － ２ ９ ６ ７ ７ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ９ ６ ７ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 特 開 平 ８ － ２ ９ ６ ７ ７ ７ 号 公 報 の 継 手 部 材 に あ っ て は 、 プ ラ グ を ソ ケ ッ ト に 差 し 込
ん で 両 者 の フ ラ ン ジ が 重 な る と 、 そ の 段 階 で プ ラ グ 側 フ ラ ン ジ と ソ ケ ッ ト 側 フ ラ ン ジ と が
凹 凸 係 合 し て プ ラ グ が 自 転 不 能 と な る 。 こ の た め 、 プ ラ グ を ソ ケ ッ ト に 深 く 差 し 込 ん で 両
者 の フ ラ ン ジ 同 士 を 重 ね た 後 は 、 ク ラ ン プ 装 着 前 で あ っ て も プ ラ グ を 回 し て そ の 向 き を 調
整 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 プ ラ グ を ソ ケ ッ ト に 両 者 の フ ラ ン ジ
同 士 が 重 な る ま で 差 し 込 ん だ 後 も 、 両 者 の フ ラ ン ジ が 重 な っ た ま ま で プ ラ グ を 回 し て 向 き
を 調 整 す る こ と が で き る 継 手 部 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 継 手 部 材 は 、 プ ラ グ 差 込 孔 を 有 す る と 共 に 端 部 に 第 １ の フ ラ ン ジ
が 設 け ら れ た ソ ケ ッ ト と 、 該 プ ラ グ 差 込 孔 に 差 し 込 ま れ る 筒 体 部 及 び 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ
に 重 な る 第 ２ の フ ラ ン ジ を 有 し た プ ラ グ と 、 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ 及 び 第 ２ の フ ラ
ン ジ に 係 合 し 、 両 者 の 離 反 を 阻 止 す る ク ラ ン プ と を 有 す る 継 手 部 材 に お い て 、 該 第 １ 及 び
第 ２ の フ ラ ン ジ に は 、 周 面 か ら 切 り 欠 か れ た 形 状 の 凹 部 が 設 け ら れ 、 該 第 １ 及 び 第 ２ の フ
ラ ン ジ の 少 な く と も 一 方 に は 、 周 方 向 に 間 隔 を お い て 該 凹 部 が 複 数 個 設 け ら れ て お り 、 前
記 ク ラ ン プ に は 、 第 １ の フ ラ ン ジ の 凹 部 と 第 ２ の フ ラ ン ジ の 凹 部 と に 係 合 し て 両 者 の 周 方
向 の 相 対 的 回 転 を 阻 止 す る ス ト ッ パ 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 継 手 部 材 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 該 第 １ の フ ラ ン ジ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ の 双
方 に 、 周 方 向 に 同 一 間 隔 を お い て 複 数 の 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 継 手 部 材 に あ っ て は 、 ソ ケ ッ ト 側 フ ラ ン ジ の 凹 部 と プ ラ グ 側 フ ラ ン ジ の 凹 部 と
に 対 し ク ラ ン プ の ス ト ッ パ 部 が 係 合 す る こ と に よ り 、 プ ラ グ と ソ ケ ッ ト と の 相 対 回 転 が 不
能 と な る 。 従 っ て 、 プ ラ グ を ソ ケ ッ ト に 対 し 両 者 の フ ラ ン ジ が 重 な る ま で 差 し 込 ん だ 状 態
で あ っ て も 、 ク ラ ン プ を 装 着 す る 前 は プ ラ グ と ソ ケ ッ ト と を 相 対 回 転 さ せ 、 向 き を 調 整 す
る こ と が で き る 。 こ の よ う に 向 き 調 整 を 行 っ た 後 に ク ラ ン プ を 装 着 す る こ と に よ り 、 所 望
の 向 き と し た 状 態 に て プ ラ グ と ソ ケ ッ ト を 繋 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 請 求 項 ２ の 継 手 部 材 に あ っ て は 、 複 数 箇 所 に て 各 フ ラ ン ジ の 凹 部 同 士 が 重 な り 合
う よ う に な る の で 、 ク ラ ン プ を 装 着 し 易 い も の と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 図 は 実 施 の 形 態 に 係 る 継 手 部 材 の 側 面 図 、 第 ２ 図 は こ の 継 手 部 材 の プ ラ グ と ソ ケ ッ
ト と の 分 解 斜 視 図 、 第 ３ 図 は 第 １ 図 の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 で あ り 、 第 ４ 図 は こ の 継 手
部 材 の ク ラ ン プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 継 手 部 材 ３ ０ を 介 し て 水 栓 ３ １ に フ レ キ 管
３ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 継 手 部 材 ３ ０ は 、 プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ （ 第 ３ 図 ） を 有 す る と 共
に 端 部 に 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ が 設 け ら れ た ソ ケ ッ ト ４ ０ と 、 該 プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ に 差 し 込
ま れ る 筒 体 部 ５ １ （ 第 ２ 図 ） 及 び 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ に 重 な る 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ を
有 し た プ ラ グ ５ ０ と 、 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ 及 び 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ に 係 合 し
、 両 者 の 離 反 を 阻 止 す る ク ラ ン プ ６ ０ と を 備 え て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 水 栓 ３ １ に
該 ソ ケ ッ ト ４ ０ が 設 け ら れ 、 フ レ キ 管 ３ ２ の 先 端 に プ ラ グ ５ ０ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ 図 に 示 す よ う に 、 ソ ケ ッ ト ４ ０ 及 び プ ラ グ ５ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 略 円 筒 形 状 の 本 体 部
４ ０ ａ ， ５ ０ ａ を 有 し て い る 。 該 ソ ケ ッ ト ４ ０ の 本 体 部 ４ ０ ａ は 水 栓 ３ １ と 一 体 に 設 け ら
れ 、 そ の 軸 心 線 方 向 一 端 （ 基 端 ） 側 が 該 水 栓 ３ １ に 連 な っ て い る 。 ま た 、 プ ラ グ ５ ０ の 本
体 部 ５ ０ ａ は 、 そ の 軸 心 線 方 向 一 端 （ 基 端 ） 側 が カ シ メ カ ラ ー ３ ３ を 介 し て フ レ キ 管 ３ ２
の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 図 の 通 り 、 水 栓 ３ １ は 斜 め 上 下 方 向 に 延 在 し て お り 、
ソ ケ ッ ト ４ ０ の 本 体 部 ４ ０ ａ は 、 そ の 軸 心 線 方 向 が 水 栓 ３ １ の 延 在 方 向 に 対 し 直 角 且 つ 斜
め 下 向 き と な る よ う に 該 水 栓 ３ １ の 側 面 か ら 延 出 し て い る 。 ま た 、 プ ラ グ ５ ０ の 本 体 部 ５
０ ａ は 、 図 示 の 通 り 、 そ の 軸 心 線 方 向 の 途 中 部 分 か ら く 字 形 に 屈 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の ソ ケ ッ ト ４ ０ の 本 体 部 ４ ０ ａ の 先 端 面 に 、 該 本 体 部 ４ ０ ａ と 同 心 状 に プ ラ グ 差 込 孔
４ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 プ ラ グ ５ ０ の 本 体 部 ５ ０ ａ の 先 端 面 か ら 、 該 本 体 部 ５ ０ ａ
の 先 端 側 （ く 字 形 屈 曲 部 よ り も 先 端 面 側 ） と 同 軸 状 に 、 該 プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ に 差 し 込 ま れ
る 筒 体 部 ５ １ が 突 設 さ れ て い る 。 符 号 ５ １ ａ は 、 こ の 筒 体 部 ５ １ の 外 周 に 装 着 さ れ た Ｏ リ
ン グ （ 止 水 リ ン グ ） を 示 し て い る 。 該 筒 体 部 ５ １ は 、 プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ に 対 し 、 そ の 軸 心
線 回 り に 回 動 （ 自 転 ） 自 在 に 差 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と は 、 そ れ ぞ れ 、 該 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の
先 端 面 と 面 一 状 に 、 該 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の 側 周 面 か ら 放 射 方 向 へ 延 出 し て い る 。 従 っ
て 、 筒 体 部 ５ １ を プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ に 根 元 ま で 差 し 込 む と 、 該 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の 先
端 面 同 士 が 突 き 合 わ さ れ 、 こ れ ら 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と が 重 な り 合
う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と に は 、 各 々 の 外 周 面 か ら 求 心 方 向 へ 切 り 欠
い た 形 状 の 凹 部 ４ ３ ， ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。 該 凹 部 ４ ３ ， ５ ３ 同 士 は 、 フ ラ ン ジ ４ ２ ，
５ ２ 同 士 を 重 な り 合 わ せ た と き に 、 相 互 に 連 通 し う る よ う に な っ て い る 。 該 凹 部 ４ ３ ， ５
３ は 、 相 互 に 連 通 し た 状 態 に お い て 、 後 述 の ク ラ ン プ ６ ０ の 突 起 状 ス ト ッ パ 部 ６ ３ が 係 合
可 能 な も の と な っ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５
２ の 双 方 に 、 各 々 の 周 方 向 に 等 間 隔 に て ６ 個 ず つ 凹 部 ４ ３ ， ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ク ラ ン プ ６ ０ は 、 第 ３ 図 及 び 第 ４ 図 に 示 す よ う に 、 ソ ケ ッ ト ４ ０ 及 び プ ラ グ ５ ０ の 各 本
体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の 側 周 面 に 沿 う よ う に 湾 曲 し た １ 対 の ア ー ム 部 ６ １ ， ６ １ と 、 該 ア ー
ム 部 ６ １ ， ６ １ 同 士 を つ な ぐ 連 結 部 ６ ２ 等 を 有 す る 略 々 Ω 字 形 の も の で あ る 。 各 ア ー ム 部
６ １ に は 、 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と を 受 け 入 れ て 両 者 の
離 反 を 阻 止 す る 窓 孔 ６ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 連 結 部 ６ ２ に は 、 相 互 に 連 通 し た 第
１ の フ ラ ン ジ ４ ２ の 凹 部 ４ ３ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ の 凹 部 ５ ３ と に 係 合 し て 該 フ ラ ン ジ ４
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２ ， ５ ２ 同 士 の 周 方 向 へ の 相 対 的 回 転 を 阻 止 す る ス ト ッ パ 部 ６ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 こ れ ら の ア ー ム 部 ６ １ ， ６ １ と 連 結 部 ６ ２ と は 弾 性 を 有 す る 金 属 板 等 に よ り 一 連
一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 該 ア ー ム 部 ６ １ ， ６ １ 同 士 は 、 互 い に 接 近 ・ 離 反 方 向 へ 弾 性 変 形
可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 ア ー ム 部 ６ １ の 先 端 に は 、 重 な り 合 っ た フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ に こ の ク ラ ン プ ６ ０ を 被
着 す る に 当 っ て 該 ア ー ム 部 ６ １ ， ６ １ 同 士 の 弾 性 的 な 離 反 （ 拡 開 ） を 誘 導 す る ガ イ ド 片 ６
１ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ガ イ ド 片 ６ １ ｂ は 、 各 ア ー ム 部 ６ １ の 先 端 側 を 外 方 （ 各 ア ー
ム 部 ６ １ の 湾 曲 中 心 側 へ 向 う 方 向 （ 求 心 方 向 ） と 反 対 方 向 ） へ 折 曲 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 連 結 部 ６ ２ は 、 第 ３ 図 及 び 第 ４ 図 に 示 す よ う に 、 各 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の 側 周 面 か ら
離 反 す る 方 向 （ 放 射 方 向 ） へ 膨 出 す る よ う に 凸 形 に 折 曲 さ れ て い る 。 図 示 の 通 り 、 こ の 連
結 部 ６ ２ の 膨 出 高 さ は 、 各 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ の 側 周 面 か ら の 各 フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ の
突 出 高 さ よ り も 大 き な も の と な っ て お り 、 ク ラ ン プ ６ ０ が 該 フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ に 被 着 さ
れ た 状 態 に あ っ て は 、 こ の 連 結 部 ６ ２ の 膨 出 方 向 先 端 部 が 各 フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ の 外 周 面
に 覆 い 被 さ る よ う に な る 。 こ の 連 結 部 ６ ２ の 該 膨 出 方 向 先 端 部 の 内 側 面 か ら 求 心 方 向 に 向
っ て 、 相 互 に 連 通 し た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ の 凹 部 ４ ３ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ の 凹 部 ５ ３ と
に 喰 い 込 む よ う に 突 起 状 の ス ト ッ パ 部 ６ ３ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 示 の 通 り 、 各 ア ー ム 部 ６ １ の 途 中 部 分 に も 、 放 射 方 向 へ
向 っ て 凸 形 に 折 曲 さ れ た 膨 出 部 ６ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 膨 出 部 ６ １ ｃ の 膨 出 高 さ も
、 各 本 体 部 ４ ０ ａ ， ５ ０ ａ か ら の 各 フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ の 突 出 高 さ よ り も 大 き な も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 窓 孔 ６ １ ａ は 、 第 ４ 図 に 示 す よ う に 、 連 結 部 ６ ２ の 側 面 か ら 該 膨 出 部 ６ １ ｃ の 該 連
結 部 ６ ２ 側 の 側 面 に か け て 延 設 さ れ る と 共 に 、 該 膨 出 部 ６ １ ｃ の ア ー ム 部 先 端 側 の 側 面 か
ら ガ イ ド 片 ６ １ ｂ の 基 端 部 に か け て 延 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 継 手 部 材 ３ ０ を 介 し て 水 栓 ３ １ と フ レ キ 管 ３ ２ と を 接 続 す る に 当
っ て は 、 ま ず 、 プ ラ グ ５ ０ の 筒 体 部 ５ １ を ソ ケ ッ ト ４ ０ の プ ラ グ 差 込 孔 ４ １ に 差 し 込 み つ
つ 、 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と を 重 ね 合 わ せ る 。 そ し て 、 両 フ ラ ン ジ ４
２ ， ５ ２ 同 士 を 重 ね 合 わ せ た ま ま プ ラ グ ５ ０ を 回 転 さ せ 、 該 プ ラ グ ５ ０ が 所 定 の 向 き と な
る よ う に す る 。 こ の 際 、 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ の 凹 部 ４ ３ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ の 凹 部 ５ ３
と が 相 互 に 連 通 す る よ う に 両 者 の 位 相 を 一 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 図 の 通 り 、 プ ラ グ ５ ０ は 、 フ レ キ 管 ３ ２ が 略 鉛 直 下 方
に 延 在 す る よ う に 、 即 ち 、 該 プ ラ グ ５ ０ の 本 体 部 ５ ０ ａ の 基 端 側 （ く 字 形 屈 曲 部 よ り も フ
レ キ 管 ３ ２ 側 ） の 軸 心 線 方 向 が 略 鉛 直 下 方 に 向 う 方 向 と な る よ う に 向 き を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 後 、 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と に ク ラ ン プ ６ ０ を 被
着 す る 。 こ の 際 、 重 な り 合 っ た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と が 各 ア ー ム 部
６ １ の 窓 孔 ６ １ ａ 内 に 係 合 し 、 両 者 の 離 反 が 阻 止 さ れ る よ う に な る と 共 に 、 相 互 に 連 通 し
た 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ の 凹 部 ４ ３ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ の 凹 部 ５ ３ と に ス ト ッ パ 部 ６ ３ が
係 合 し 、 両 者 の 周 方 向 へ の 相 対 的 回 転 が 阻 止 さ れ る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 ソ ケ ッ ト ４
０ と プ ラ グ ５ ０ と が 分 離 不 能 に 且 つ 相 対 的 回 転 不 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 継 手 部 材 ３ ０ に あ っ て は 、 上 記 の 通 り 、 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２
と が 重 な る ま で プ ラ グ ５ ０ を ソ ケ ッ ト ４ ０ に 差 し 込 ん だ 後 も 、 該 フ ラ ン ジ ４ ２ ， ５ ２ 同 士
を 重 ね 合 わ せ た ま ま で プ ラ グ ５ ０ を 回 転 さ せ て 向 き を 調 整 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ
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の よ う に 向 き を 調 整 し た 後 に ク ラ ン プ ６ ０ を 装 着 す る こ と に よ り 、 プ ラ グ ５ ０ を 所 望 の 向
き と し た 状 態 に て 該 プ ラ グ ５ ０ と ソ ケ ッ ト ４ ０ と を 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の フ ラ ン ジ ４ ２ と 第 ２ の フ ラ ン ジ ５ ２ と に そ れ ぞ れ ６ 個 ず つ
、 各 々 の 周 方 向 に 等 間 隔 に て （ 互 い に 同 一 間 隔 に て ） 設 け ら れ て い る の で 、 複 数 箇 所 （ 計
６ 箇 所 ） で 凹 部 ４ ３ ， ５ ３ 同 士 が 重 な り 合 う よ う に な る 。 こ の た め 、 ク ラ ン プ ６ ０ を 装 着
し 易 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 の 形 態 は 本 発 明 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 第 １ の フ ラ ン ジ と 第 ２ の フ ラ
ン ジ の 双 方 に ６ 個 ず つ 等 間 隔 に 凹 部 を 設 け て い る が 、 各 フ ラ ン ジ に 設 け ら れ る 凹 部 の 個 数
並 び に 配 置 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 継 手 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 継 手 部 材 の プ ラ グ と ソ ケ ッ ト と の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 継 手 部 材 の ク ラ ン プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 に 係 る 継 手 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 継 手 部 材 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ３ ０ 　 継 手 部 材
　 ３ １ 　 水 栓
　 ３ ２ 　 フ レ キ 管
　 ４ ０ 　 ソ ケ ッ ト
　 ４ １ 　 プ ラ グ 差 込 孔
　 ４ ２ 　 第 １ の フ ラ ン ジ
　 ４ ３ 　 凹 部
　 ５ ０ 　 プ ラ グ
　 ５ １ 　 筒 体 部
　 ５ ２ 　 第 ２ の フ ラ ン ジ
　 ５ ３ 　 凹 部
　 ６ ０ 　 ク ラ ン プ
　 ６ １ 　 ア ー ム 部
　 ６ １ ａ 　 窓 孔
　 ６ ２ 　 連 結 部
　 ６ ３ 　 ス ト ッ パ 部

10

20

30

(6) JP 2005-291440 A 2005.10.20



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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